

































 第 1回調査で回答のあった 38,544人から、母親の喫煙状況が不明な 110人と腸重積症に







（1日 10本以下）、重度喫煙者（1日 11本以上）の 3段階に分類した。 
 
腸重積症による入院 














































































たり 166例という頻度が、過去の本邦からの 10万人当たり 170-180例という発生頻度と近
いことから、腸重積症の多くがこの時期に生じており今回の検討結果は十分に一般化可能
性があるといえる。 
 
【結論】 
本報告は母親の喫煙が腸重積症の発症リスクを上昇させることを示した最初のコホート
研究である。さらなる研究による確証は必要であるが、母親の禁煙により腸重積症の発症
が減少する可能性もあり、育児中の禁煙の重要性が強調される結果といえる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
